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　　　神よ。沈黙を続けないでください。黙っていないでください。神よ。じっとしていないで

ください。今、あなたの敵どもが立ち騒ぎ、あなたを憎む者どもが頭をもたげています。彼らは、

あなたの民に対して悪賢いはかりごとを巡らし、あなたのかくまわれる者たちに悪だくみをして

います。彼らは言っています。「さあ、彼らの国を消し去って、イスラエルの名がもはや覚えら

れないようにしよう。」彼らは心を一つにして悪だくみをし、あなたに逆らって、契約を結んで

います。それは、エドムの天幕の者たちとイシュマエル人、モアブとハガル人、ゲバルとアモン、

それにアマレク、ツロの住民といっしょにぺリシテもです。アッシリヤもまた、彼らにくみし、

彼らはロトの子らの腕となりました．．．彼らは言っています。「神の牧場をわれわれのものと

しよう。」わが神よ。彼らを吹きころがされる枯れあざみのように、風の前の、わらのようにし

てください。林を燃やす火のように、山々を焼き尽くす炎のように、そのように、あなたのはや

てで、彼らを追い、あなたのあらしで彼らを恐れおののかせてください。彼らの顔を恥で満たし

てください。主よ。彼らがあなたの御名を慕い求めるようにしてください。彼らが恥を見、いつ

までも恐れおののきますように。彼らがはずかしめを受け、滅びますように。こうして彼らが知

りますように。その名、主であるあなただけが、全地の上にいますいと高き方であることを。

詩篇８３篇
詩篇83篇はエゼキエル書38、39章と並んで神のご計画の中で次に起こる出来事として注

目されているイスラエルに関する預言です。イスラエルの王国時代を記録した『歴代誌』に、モア
ブ人、アモン人、エドム人がイスラエルの所有地からユダを追い出そうと計らい、ユダの王ヨシ
ャパテと戦うために合流したという記述がありますが、この詩篇では神の民イスラエルに対し
て悪賢いはかりごとを巡らしているのは、イスラエルを取り囲む四方の民、あたかも全世界であ
るかのようです。現実には、全世界が一丸となってイスラエルを攻めるという大規模な攻撃や諸
国の民によるそのような同盟（「契約」）については列王記にも歴代誌にも記されておらず、し
たがって、多くの聖書教師たちはこの預言をイスラエル史でこれから起こる出来事とみなして
います。イスラエル史は近隣諸国との絶え間ない紛争、戦闘や列強による武力制圧、脅威によっ
て彩られてきましたが、今日イスラエルはかつてない新たな脅威にさらされていると言います。

その大きな脅威は、イランの大統領による爆弾宣言です。イスラム教でもメシヤ思想があ
るのですが、イスラム教のメシヤの到来を二、三年以内に実現させようと血気はやるイランのア
フマディネジャト大統領のイスラエルとイスラエルを支持する米国に対するあからさまな敵対
宣言がイランへの核保有への積極的な動きによって深刻な脅威に発展しています。万が一イラ
ンが核爆を行使すればヒトラーがほぼ六年かけてやり遂げた六百万人以上のユダヤ人大虐殺を
六分の内に終えてしまう可能性のある時代に私たちは生きているのです。イスラエル撲滅を公
言し、世の終わりの備えをせよと全世界のイスラム教徒たちに呼びかけているアフマディネジ
ャト大統領のことをイスラエルの副首相シモン・ペレスがサタン呼ばわりするのも無理からぬ
ことですが、昨年８月の『べレア・コール』の記事は、昨今のイランの異常な動きをイスラム教信
仰との関連で語っています。まとめると次のようになります。―2006年9月の時点で、イランは
国連安全保障理事会の求めるウラン濃縮停止に応じていないため安保理で制裁論議が本格化す
る見通し。このようなイランの強硬策の背後には、イランの指導者アフマディネジャト大統領の
霊的要因、イスラム教のメシヤ思想が関連していると見る向きがある。信仰深いアフマディネジ
ャト大統領は、シーア派の待ち望むメシヤ、隠れた“イマーム”の再臨が近いと感じており、自
分の統率する現政府がイマームの再臨の備えをすることになると信じている。イスラム教の人
気のある巡礼地ジャムカランの礼拝堂（モスク）に政府から多額の献金をしたり、メシヤの再
臨に向けて政府が宗教組織と一体となって働く契約を交わしたり（政府の否定にもかかわらず、
これは一般的通念）というように、アフマディネジャト大統領の国家、対外両政策は間違いなく
メシヤ思想に依存しているようである。イスラム教の一派、十二イマーム派では、来るべきメシ
ヤは隠れた“イマーム”、すなわち十二番目のイマーム、預言者ムハンマドの義なる子孫ムハン
マド・イブン・ハサンであるとされている。メシヤの再臨の前には、宇宙は大混乱に陥り、戦争
と流血騒ぎが起こるとされ、邪悪な者、暗闇の力との対決の後、メシヤが全世界を宇宙的平和へ
と導くというものである。この思想は、キリスト教の黙示録に記されていることに非常に類似し
ているが、イスラム教のメシヤは何とイエスに伴われてくるというのである。この出来事が起こ
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るのが近いと信じているアフマディネジャト大統領は、人間の武力行使で引き起こされる流血
騒動が神の計画執行の引き金になると信じているのか、メシヤを再臨させるために、どんな強硬
策をもいとわないという危険な信心を抱いているようである。言うまでもなく、イスラム教のメ
シヤによって安全、平和がもたらされるのは、イスラム教徒に対してのみであって、メシヤ再臨
の最終舞台（宇宙の大混乱、戦争、流血）へと事態が進めば、イスラム教の大覚醒とメシヤの来
臨で、西欧諸国、国連、ユダヤ人、クリスチャン等、アラブ諸国の敵は抹消されるというわけであ
る。―　この記事からも明らかなように、2005年夏にイランの大統領に選出されたアフマディ
ネジャトは、土曜の民（ユダヤ人）と日曜の民（クリスチャン）に対して最後の聖戦を引き起
こせば、十二番目のイマーム（イスラム教の聖職者）、あるいは、マハダイ、すなわち、イスラム
教のメシヤの再臨を早めることができる、そのためにアラーの神に自分は選ばれたのだと信じ
切っているので、この目的遂行、すなわち、世の終わりを早め、全世界をイスラム教国にするため
に必要なことは手段を選ばず用いるという恐ろしい盲信に陥っているのです。

詩篇83篇は神を憎み、心を一つにして悪巧みをしているイスラエルの敵どもが、「神の牧
場をわれわれのものとしよう」と、神がイスラエルに約束された地を分割して奪う策略を立て
ていると語っていますが、これは、エゼキエル書、ヨエル書、ゼカリヤ書にも預言されていること
で、皮肉にも今日、イスラエル、パレスチナ間の平和協定を推し進めている国々は、イスラエルの
領土を 1949年の時点に戻そうと図っているのです。すなわち、エルサレムの西の城壁、神殿の山
等を含む東エルサレムはアラブ人の手に、ウエストバンク、ガザ、ゴラン高原はエルサレム国家
承認後も、当時、エジプト、シリヤ、ヨルダンの管轄下に置かれていたのでした。ダニエル書はキ
リストの再臨の直前に世界に平和をもたらすかのように登場するカリスマ的な指導者、反キリ
ストなる人物も、彼を支持する有力者たちに代価として国土を分け与えると預言しています。詩
篇83篇で悪巧みを図る者たちは、エドム、イシュマエル人、モアブ、アモン等、イスラエルと血縁
関係にあるセム族のアラブ人と、ツロの住民、ぺリシテに象徴される異邦人をも含めたカナンの
地に住む民、すなわち、パレスチナ人に加え、「アッシリヤ」に象徴される反キリストなる人物、世
界的独裁者です。また、エゼキエル書38、39章は、ゴグを指導者とする民マゴグが、平和協定に安
心して住んでいるイスラエルを突然攻撃し、このときゴグにペルシャ、クシュ、プテ、ゴメル、ベ
テ・トガルマが荷担すると語っています。これら創世記にすでにその名が登場する国々は今日
のイラン、スーダン、リビア、アルメニア地方に当たり、マゴグに象徴されるのは黒海とカスピ海
にはさまれたロシアの地域で、地理的にはイスラエルの四方に離れて位置しているのですが、興
味深いことにすべてイスラム教原理主義者たちに統括されている一帯なのです。ロシアの南端
は今日紛争の絶えないチェツニアを含むイスラム連邦共和国で、トルコは公的には世俗国家と
みなされていますが、イスラム教原理主義に基づく与党が国家権力を握っており、イランはじめ
スーダン、リビアもイスラム教原理主義者によって支配されている国々です。イスラエルの神、
イスラエルの民、イスラエルを支持する者たちを敵とするこれらの国 【々あるいは、自分たちの
神を信じない者たちの抹消を正当化する（イスラム教の正典「コラ―ン」の教え）、言わば、殺人
を正当化するサタンを神とする信奉者たち】は、神の民イスラエルを消し去ろうと奇襲を試みる
のですが、エゼキエル書は神ご自身がこれら敵どもを撃退されると預言しています。人間レベル
での軍事力、陰謀云々が勝敗を決めるのではないのです。

これら敵どものイスラエル侵略は神ご自身のご介入によって敗北に終わりますが、このよ
うな攻撃を神が許されるのは、彼らが「その名、主であるあなただけが、全地の上にいますいと
高き方であること」を知るためなのです。預言者エゼキエルは神のご介入の手段がイスラエルの
地に起こる「大きな地震」であり、それによって敵が「同士討ち」を始めるような混乱が起こると
語っています。昔、高き所におられる神に挑戦して天にまで届くバベルの塔を一致団結して築こ
うと計らった者たちが言語を乱すという神のご介入によって分裂、四散したように、異なった言
語を話す者たちによって結成された連合軍も大地震、豪雨、雹の襲来、ゴラン高原の火山爆発と
いう自然の脅威の前に、敵味方が分からなくなる大混乱に陥るのでしょう。さらに追い討ちをか
けるように、「疫病と流血」が敵どもを襲い、詩篇の著者が願い求めたように、彼らはイスラエル
の神こそ、真の主であることを多くの国々の見ている前で、知らされることになるのです。聖書
の語る、人類の創造者なる真の神は、自らの宗教を守るために殺人を正当化し、奨励する神では
決してなく、敵をも含めたすべての人間が自らが神の庇護の下にしか生きられない小さな存在
であることを知り、神に対するすべての反逆から立ち返り、罪を悔い改め、「御名を慕い求める
ように」なるために、忍耐強く救いの御手を差し伸べておられる“愛”の神です。偽りの神々を
信奉している者たちは、偽り、はかりごと、武器を用い自分たちの力で信念を成就させ、自分たち
の宗教を人間的な手段を講じて他人に認めさせようとしますが、真の神はご自分に属する者を
よく知っておられ、真理を追究するがゆえに、また真の神に忠実であるがゆえに敵に苦しみあえ
ぐ者を、ご自身の力で救ってくださるのです。人は訓練、忍耐の期間を好まないので神のご介入、
救いのタイミングを待つことができず、往々にして自力で神の約束、ご計画を達成させようとし
がちですが、これは神への不信仰の現われで、人間史は実に不信仰の繰り返しで彩られてきたの
でした。しかし、神ご自身が人間史にご介入され、罪の歴史に終止符を打たれるときが確実に近
づいているのです。
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